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聖 霊 降 臨 日
～思 い起 こ させ る聖 霊 ～

・…聖霊が、あなたがたにすべてのことを教

え、わたしが話したことをことごとく思い起

こさせてくださる。(ヨハネ福音書14:26)

5月 最後の日曜日の5月 28日 、聖霊降

臨 日・ペンテコステの祝 日を迎えます。

復活日から50日 日、
エルサレムにて家に集ま

っていた弟子たちに聖霊

が降りました。これが使

徒言行録 2章 1節以下に

記された聖霊降臨・ペン

テコステの出来事であり、

復活日 0イ ースター、降

誕日 0ク リスマると並ん

で祝われるべき、キリス

卜教の二大祝 日の一つです。 この時、聖霊

が弟子たちに降 り、彼 らは力を与えられて

キリス トの福音を世界に宣教する者 とな り

ました。そ して今現在 も教会は福音を宣教

しています。ですから聖霊降臨 日は教会 と

い う存在の誕生を祝 う日でもあ ります。

そ して今、私たちが神の存在、神の導き

や守 りを感 じるのは、全て聖霊の働きによ

るものです。 この聖霊の働きについてはと

ても一言ではいえませんが、冒頭の聖句、

ヨハネ 14:26に その一端が記 されてい

ます。そこには聖霊について、聖霊が全て

のことを教え、そしてイエスの言葉を想い

起こさせると語 られていました。

しばしば親や祖父母、1あ るいは恩師が語

つた言葉がずつと後に、多くはその人たち

が亡くなった後に、人生において大切なこ

とを教えてくれていたと理解できたという

ことを聞きます。

イエスのみ言葉についても、イエスが地

上に生きて、弟子たちと共におられた時に

イエスから語られながらも彼らに理解でき

なかった言葉や事柄が、イエスの十字架と

復活、そして聖霊降臨後に、まるで封印が

解かれたかのように理解していくというこ

とが起こりま した。その

封印を解 くような働 きこ

そが聖霊によるものだと

い うことです。

そ してこのことは今の

私たちにおいても起 こる

ことだとい うことです。

まず聖書を読んで、そこ

に書かれていることが、

自分にとても大切な導 3_lこ

なるとい う時には、聖霊が働いて下さつてい

るからこそ、そうした理解が出来るのです。

また既に聞いていた、読んでいたイエス

のみ言葉が、時として心に迫る導き、慰め、

励ましの言葉 として心の奥から納得できる

瞬間があ ります。その時、私たちに聖霊が

働きかけて下さつているのです。

しか しそのためには、まずは御言葉を聞

き、それを心に留めていなければな りませ

ん。そのためにこそ常に聖書に親 しむこと

が大切なのです。私たちが聖書や信仰的学

びの機会を大切にして、そ して聖霊の働き

によつてみ言葉の豊かさ、恵みに触れ られ

ますよう、そ して聖霊、即ち神様がともに

お られることの喜びに与かれます ことを共

に求めて参 りたいと思います。


